
 
 

Let’s start with  
what we can do ! 

 
宇都宮市教育センター   

 所長 廻谷 敦士  

 昨年度は，新時代「令和」の幕開けという，慶事

による「非日常」でのスタートでしたが，令和２年度

は，新型コロナウィルス感染症の世界規模の流行とい

う災害による「非日常」でのスタートとなりました。 

 本市におきましても，令和元年度の卒業式及び修了

式，令和２年度の始業式・入学式，学校再開に向けた

分散登校など，部分的な登校を挟みながら，３月２日

から５月２９日まで，全小中学校が休業となりました。

６月１日より新型コロナウィルス感染症への対策を

施しての学校再開となりましたが，全国的に感染者が

増加した７月から８月にかけての第二波の到来など，

まだまだ先の読めない状況となっております。 

この新型コロナウィルス感染症による緊急事態は，

様々な課題を明確にしました。子どもの安全を考え，

学校休業となった教室・教職員を活用しての「子ども

の家」の開設，会計年度任用職員の業務の在り方，学

びの保障とＩＣＴ環境の問題，児童生徒の心のケア，

行事や学習内容を含む令和２年度の教育課程の再編

成等々。この事態を乗り越えるために，解決していか

なければならない課題は山積みです。 

このように多くの「ねばならぬ」に囲まれたときこ

そ，あれもこれもと考えずに，それぞれの立場でまず

「できることは何か」を考え，行動を起こし，積み重

ねていくことが大切であると考えます。 

宇都宮市教育センターでは，教職員研修，情報教育， 

教育相談（特別支援教育，不登校対策）等の事業を推 

 

 

進しておりますが，教職員研修につきましては，感染

症拡大防止，また，学校再開後の教員が児童生徒と向

き合う時間を確保することを最優先に考え，８月まで

の教職員研修をいち早く中止・延期するとともに，教

職員の資質向上のためにできること（研修資料の配

付・オンライン研修の検討・３密を避けるなど工夫し

ての実施）を進めてきました。情報教育におきまして

は，「ＧＩＧＡスクール構想」による１人１台の端末整

備が前倒しされ注目されていますが，完全な運用まで

にはまだまだ時間がかかることを踏まえ，学校休業時

の双方向のコミュニケーションツールとなる「まなび

ポケット」とオンラインでの学習の機会を確保するた

めの「eboard ホームスクール」の２つのクラウドサ

ービスの導入，及び学校アカウントによるYou Tube，

ZOOMの活用など，緊急事態宣言下に求められたＩＣＴ

環境の整備を急ピッチで進めてまいりました。教育相

談におきましては，市内全域から来所するという状況

から感染拡大の基点となり得る危険性を踏まえ，４月

１７日より相談業務を中止しておりましたが，緊急事

態宣言延長を見据えての電話相談の準備，宣言解除を

受けての感染症拡大防止策（場・時間の工夫，手洗い・

消毒の徹底等）を講じての相談再開と，それぞれの立

場でできることを考え，積み重ねてまいりました。 

新型コロナウィルス感染症に関しましては，ワクチ

ンや処方薬等の開発を踏まえると，「完全な収束まで

１年以上かかる」との専門家の意見も聞かれます。 

今後とも社会情勢等をしっかり見据えながら，児童

生徒，教職員，学校のために，私たち教育センターが

できることを考え，実践していきたいと思いますので，

御理解・御協力をよろしくお願いいたします。 

栃木県宇都宮市天神１－１－２４（〒３２０－０８１６） 
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本市では，特別な教育的支援を必要とする児童生徒が，自己の能力を最大限に発揮し，

社会の一員として地域の中で共に生きていけるように，一人ひとりの教育的ニーズに応

じた教育を目指すことを基本理念とした，第２次宇都宮市特別支援教育基本計画「うつ

のみや 子ども かがやきプランⅡ」（平成２７年３月策定）に基づき，インクルーシ

ブ教育システムの構築に向けて，特別支援教育を推進しています。 

ここでは，今年度の教育センターにおける特別支援教育の推進のための取組をご紹介

します。 

  特別支援教育の推進 

【令和２年度の取組】 

 ○特別支援学級等担当教員の指導力や学級経営力の向上に取り組みます。 

 
・特別支援学級等担当教員を対象とする教職員研修の実施 

   特別支援学級等を担当する教員の指導力や学級経営力を向上するため，ベテラン教員

の授業の動画を効果的に活用するとともに，特別支援学級担当者としての基礎基本を実

践的に学べるように取り組んでいきます。 
特に，新たに特別支援学級等を担当する新任担当教員に対しては，学校と教育センタ

ー双方が研修を効率的に実施できるようにするため，テレビ会議システムによる指導を

取り入れるなど，実施方法を工夫していきます。 
  

・教育センター職員による学校訪問の実施 

   学校生活適応支援アドバイス業務等の教育センター職員が，学校の要請に応じて学校

を訪問し，児童生徒の対応法や学級経営についての助言を行っていきます。 
 
 ・指導資料の作成 

教育センターの調査研究において，教員が普段の授業や生活場面において行う合理的

配慮の考え方の基礎基本や，対応例などをまとめた指導資料を今年度中に作成します。 

【学校に配置している市教委会計年度任用職員】 

○教育センターでは，特別支援教育に係る様々な業種の市教委会計年度任用職員を配

置して，児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援を行っています。 

 

・教育センター 学校支援業務 特別支援教室（かがやきルーム）担当 ９３名  

・教育センター 学校支援業務 特別支援学級担当 ２７名 

・教育センター 医療的ケア支援業務 ７名 
・教育センター 学校生活補助業務 ３名 
・教育センター 要配慮学級緊急対応業務 １８名 

このマークは，計画のシンボルマークです。宇都宮の頭文字の「Ｕ」と 

「人が互いに向き合い手を繋いでいる姿」「笑顔」を表しています。 



 
 

  不 登 校 対 策 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

不登校が心配される児童生徒の早期発見・早期対応の取組の徹底と，小・中学校が連携した支援体制

の強化により，不登校の減少を目指します。 
＜学校における不登校対策＞  

～不登校対策の手引書に基づいた組織的・計画的な取組～ 

・新たな不登校を生まないための合言葉「1 日休んだら電話連絡，2 日続けて休んだら家庭訪問，

かかわり続けてきっかけ探し ～そうなる前に毎日ひと声～」の実施 

・不登校の兆しを把握するための「欠席状況共有シート」の活用 

・楽しい学校生活を送るためのアンケート（Ｑ－Ｕ）を活用した学級経営の充実 

・PDCA サイクルを意識した校内支援 

＜教育センターにおける不登校対策＞ 

・「不登校対策チーム」による学校支援 

・教職員向け「不登校対応力向上研修」の実施 

・別室登校の児童生徒を支援する学生ボランティアの派遣 

・スクールカウンセラー・メンタルサポーターの派遣 ※ メンタルサポーターは令和元年度より全中学校配置 

・保護者への啓発資料の作成・配付 

 
 
 
 

不登校の児童生徒が，学校復帰や社会的自立に向けて新たな一歩を踏み出すための支援の場 

 

 不登校児童生徒の状態に合わ

せて，個別活動と教室に似た形

式で行う小集団活動を行ってい

ます。多くの地域ボランティア

の方に協力していただくこと

で，児童生徒の活動の幅を広げ

るとともに，社会性の向上を図

っています。 

適応支援教室「まちかどの学校」 

不登校対応を専門とする特別

支援学級として，学習や運動に

時間をかけてじっくりと取り組

めるよう独自の日課を編成して

います。校内設置のメリットを

生かし，通常の学級への授業や

学校行事への参加等，活動の幅

を広げることもできます。転校

手続きを行って入級します。 

○ 簗瀬小学校，旭中学校に設置 

 

相談学級 

利用に際しては，教育センターでの相談が必要です。 

令和元年度は，教育相談室における受理ケースが 1,368 件，延べ相談回数 10,167 回（就学相談を含

む）で，このうち，不登校を主訴とする相談では 268 件に対応しました。より専門的で相談者に寄り添った対

応に努めています。 
 

相談内容     不登校・登校渋り， 「適応支援教室」や「相談学級」の利用に関すること， 

そのほか集団不適応，情緒不安定など 

相談日時     （月～金曜）９：００～１７：００  （日曜）１３：００～１７：００ 

申込方法      電話 ０２８－６３９－４３８０＜予約制＞ 

教育相談室機能の充実 

 

 教育センターでの相談開始

後，当面の居場所として気軽に

利用できる教室。ここに通いな

がら，学校復帰を目指したり，

まちかどの学校の利用や相談

学級入級などを考えたりしま

す。 

 

適応支援教室「とらいあんぐる」 

不登校対策の推進 
 

  



 
 

　
　　　　基本研修

教職員のキャリアス
テージに応じて必要と
される資質能力を育成
する研修

　　　　専門研修

職位や職務等に関す
る知識・技術を身に
付けたり，教育に関
する喫緊の課題並び
に教職員のニーズに
対応して指導力の向
上を図る研修

ステージⅠ
おおむね１～５年目

ステージⅡ
おおむね６～10年目

ステージⅢ
おおむね11～19年目

ステージⅣ
おおむね20年目～

初任者研修

５年目研修

中堅教諭等

資質向上研修
２０年目研修

指名研修 基本研修を補完する形で，本市独自に経験年数に応じて受講者を指名して実施

教科等・職務別研修

指定研修 職位や職務に応じて受講者を指定して実施

希望研修 受講希望者を学校から募集して実施

※上記以外に県主催の研修に参加するものがあります。

学校教育相談

基礎研修

(教職４年目)

特別支援教育の視点を取

り入れた授業力向上研修

(教職６・７・８・９年目)

コミュニケーショ ンスキルアップ研修

(教職１５年目) キャリアマネジメント

研修(教職３０年目)

校長研修等職位別研修

２年目研修

学校運営推進リーダー養成研修

(指名された教員)

３年目研修

 
 
 
 宇都宮市教育センターは，本市の教職員として求められる資質能力を確実に育成するため，「宇

都宮市教職員研修計画」（以下，「計画」という）を策定し，キャリアステージに応じた研修を実施し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・若手教員育成システム  ・若手事務職員育成システム  ・校内研修サポート事業  

・教員マイスター制度   ・授業実践力養成サポート事業 ・公開講座「教育なう」 

 

  教 職 員 研 修 

 
＜今年度の重点＞ 
新学習指導要領への対応，不登校への未然防止及び対応力向上など，特に本市の課題であるものに重

点を置いて研修を実施します。 
 
○ 新学習指導要領の趣旨を踏まえた研修 
・ 小学校プログラミング教育を推進するリーダー教員を育成する研修 
・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業実践力の向上を図る研修 

○ 本市の課題を踏まえた研修 
  [キャリアステージに応じた研修] 
・ 若手教員の授業力及び学級経営力の向上を図る研修 
・ 次世代の学校運営を推進するリーダーとしての資質・能力の向上を図る研修 

  [今日的課題に対応した研修] 
 ・ 不登校の未然防止及び対応力向上に係る研修 
・ 郷土愛を育むための「宇都宮学」の実践に対する指導力の向上を図る研修 

専門研修の充実 

本市が求める教職員像の具現化

に向け，「教育センター研修」（集

合研修（ＯＦＦ－ＪＴ））を基盤に

しつつ，学校における校内研修（Ｏ

ＪＴ）や教職員の自主研修を相互

に関連させ，研修を計画的に実施

しています。 

 

校内研修

 
自主研修 

校内研修 OJT 自主研修 

教育センター研修 

集合研修 OFF-JT 

 

本市が求める教職員像 

～豊かな人間性を備え 

高い指導力と情熱を 

持ち続ける教員～ 

教育センター研修 



 
 

 

 

 

 

１ 今日的な教育課題に関する調査・研究 
学校教育の充実及び振興を図るために必要な事業として，教育に関する今日的課題等につ

いて調査及び研究を行っています。 
 

○ 「小・中学校で行う合理的配慮について」の調査研究        【令和元～２年】 
障がいのある児童生徒への適切な合理的配慮の提供などの対応について指導資料を作成

し，学校組織の対応力強化と教職員の指導力向上を図るものです。 
○ 「小学校における『投の運動の指導事例集』の作成」に関する調査研究 

【令和２年(単年)】 
小学校体育部会が作成したモデルの年間指導計画に「投の運動」が取り入れられたこと

に伴い，「投の運動」の指導事例集を作成するものです。 
○「冒険活動事業の教育効果を明らかにするための研究について」の調査研究 

【令和２～５年】 
平成２９年度から令和元年度実施の調査研究である冒険活動教室における体験活動が児

童生徒の道徳性に与える影響について，大学との連携を図りながら課題を明確にし，整理
していくものです。 

 
２ 学校や教員の主体性を重視した公募制による調査・研究 

各学校の校内研修（授業研究会）を支援し，校内研修の効果的な在り方を追求することを通
して，校内研修を活性化し，学校組織の協働性や同僚性の向上を図る取組を行っています。 
○ 校内研修サポート事業 

① 実施方法 
・ 校内研修等への大学教員等講師の派遣（年間４回程度） 
・ 授業実践と結び付いた実践的研究 
・ 調査研究の成果を研修に反映 

  ② 研究協力校 
・ 戸祭小学校    ＜埼玉大学教育学部准教授        七木田 文彦  先生＞ 
・ 宝木小学校    ＜宇都宮大学大学院教育学研究科准教授  司城  紀代美 先生＞ 
・ 平石中央小学校  ＜元宇都宮大学大学院教育学研究科教授  松本  敏   先生＞ 
・ 平石北小学校   ＜宇都宮大学大学院教育学研究科教授   青柳  宏   先生＞ 
・ 横川西小学校   ＜宇都宮大学大学院教育学研究科教授   人見  久城  先生＞ 
・ 河内中学校    ＜宇都宮大学大学院教育学研究科准教授  小野瀬 善行  先生＞ 
           ＜宇都宮大学大学院教育学研究科准教授  菊地  高夫  先生＞ 

 
３ 地域素材のデジタル教材化 

   普通教室での授業で地域素材の活用が図れるよう，デジタル教材化しています。 
  ○ 令和元年度作成コンテンツ 
   ・「月と星」 【製作者】デジタルコンテンツ作成委員会（理科） 

空や月の動画と写真を豊富に掲載し，４・６年生の学習に役立つようまとめてあります。 
   ・「田原西小の出土品」 【製作者】田原西小学校 
    田原西小がある田原地区の遺跡や出土した土器を紹介しています。 
 
４ 教育に関する資料及び情報の収集・提供【教職員対象】 
  教育に関する資料及び情報の収集・提供を通して，自主研究への 

支援を行っています。 
○ 教育関係図書・資料の収集と整理 

・ 最新の教育課題等に沿った教育関係図書等を収集しています。 
   ・ 図書資料に関する情報は，学校用グループウェアから検索できます。 

○ 教育関係図書・資料の貸出 
・ 教育センターに来所し，資料を確認して借りることができます。 

（火・木曜日のみ） 
・ 学校用グループウェアの教育資料検索サービスにより，学校から貸出 
申請をすることができます。逓送を利用する方式により，図書資料の貸 
出・返却の利便性の向上を図っています。 

  調 査 ・ 研 究 事 業 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  情 報 教 育 推 進 事 業 

近年の急速な情報化の進展を踏まえ，学びのＩＣＴ環境を整えることにより，情

報社会を多様な人々と関わりながら主体的に生き抜く子どもを育てることを目指

して，新学習指導要領及び，本市の課題を踏まえた教育の情報化を体系的な推進

に取り組んでいます。 

今年度の重点 

新学習指導要領実施による小学校プログラミング教育の開始，1人 1台端末と高速大容量の校内ネット

ワーク整備を進める「ＧＩＧＡスクール構想」の実現など，学校ＩＣＴ環境が大きく変わります。 

〇 プログラミング教育の推進 
「宇都宮市小学校プログラミング年間指導計画」をもとに，教職員研修の充実など，本年度から必

修化となる小学校でのプログラミング教育を推進していきます。 

〇 ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組 
   児童生徒が充実したＩＣＴ環境の中で学習できるよう，1人 1台端末の導入と高速大容量の校内ネ

ットワーク整備（クラウドサービス「まなびポケット」導入），活用計画の作成を進めていきます。 

 

プログラミング教育年間指導計画に基

づく小学校プログラミング教育の実践 

情報モラル教育年間指導計画

に基づく情報モラル教育の実践 

児童生徒の 

情報活用能力 

の育成 

プログラミングに係る体験教室

の開催 

 

タブレット導入校を対象とした活用

研修の実施 

タブレット活用支援 WEB サイト
の更新 

プログラミング教育などの 

情報教育研修の充実 

ＩＣＴ活用による 

授業力の向上 

 

デジタル教材作成と活用 

WEBカリキュラムセンター 
のデータ収集と活用 

デジタル教材・デジタル教科書
の整備 

デジタル教材や 

教育用データベースの

活用 

 

ホームページによる 
定期的な情報発信 

ＣＭＳ化した学校ホームページ 
への活用支援 

学校ホームページ 
の支援とセンター 

ホームページの充実 

スマートフォン等からの閲覧対応 

 

情報セキュリティポリシーの周知 

学校設置機器による 
セキュリティ対策 

情報セキュリティ 

対策 

センターサーバによる 
セキュリティ対策 

 

学校用グループウェアの安定運用 

タブレット型パソコン 
の計画的な導入 

教育用・校務用 
パソコンの運用と 

ネットワークの整備 

校務用・教育用ネットワーク 
の整備 
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